効果的なプロジェクトの設計：人材募集
無償のエネルギー

第 1 巻、第 1 号

2005 年 3 月28 日

無償のエネルギー

核融合がエネルギー危機を解決すると科学者が主張
政府主導のプログラムや企業に属するトップクラスの科学者たちが来週、核融合の研究に 10 億ドルの資金援助をもたらす法案 223-5x のために証言します。核融合は、微小な原子核が衝突して大きな粒子になる際に発生します。このプロセスで、エネルギーが放出されます。これは、太陽の内部で行われているのと同じ物理プロセスです。このプロセスでは非常に高い温度が必要になります。Princeton Plasma Physics 研究所の Carol A. Phillips 氏は、「核融合が発生するには、1 億度の温度が必要です。プラズマをこの温度にすることはできますが、デモンストレーション用原子炉を建造するだけの量を、効果的に封じ込めることが次の課題になります」と述べています。
核融合の利点はいくつもあります。核融合に必要な燃料は水、リチウム、トリチウム、または重水だけです。これらの分子や化合物は潤沢で容易に利用できるものです。重元素の分裂を利用する従来の原子力プラントとは異なり、核融合炉では有毒廃棄物が発生しません。発生する廃棄物は風船の中身と同じヘリウムだけです。「原子力産業を衰退させたのは、炉心で危険なメルトダウンが発生し得るという、一般大衆の認識でした」と、Idaho National Laboratory の Doc Rencher 氏は述べています。核融合では、必要な燃料が非常に少ないため、制御不能の大規模な反応が発生するリスクがないことです。核融合プラントでは大気汚染の原因も、放射能廃棄物も、核兵器の製造に使用可能な物質も生成されません。毎月の消費電力がわずか数セントになることを想像してみてください。私たちの未来に投資したいとお考えなら、地域の議員に問い合わせ、法案 223-5x を支持するように働きかけてください。
各家庭にトカマク融合炉？

トカマク融合炉は、融合が行われる装置です。これは現在、プラズマの磁気を封じ込めるのに最適な装置です。トカマク融合炉では、強力な磁場を利用して、融合が発生するまで、原子を分離した状態にします。各家庭に設置可能な小さい融合炉が作られる可能性は低いですが、1 つの融合炉によって、現在および将来、ワシントン州西部で必要なすべての電力を容易に供給ができるのです。
＜左側囲み＞
注目すべき事実

・わずか 1 グラムの DT から放出される核融合エネルギーは、石油 2,400 ガロンから得られるエネルギーに等しい。

・現在のペースで化石燃料を消費していくと、50 年後には資源が不足する。

・核融合は完全に安全で、枯渇する恐れのない燃料源である。
・核融合は環境にやさしく、燃焼生成物や温暖化ガスが発生しない。

・開発が順調に進めば、2020 年ごろには商用利用が可能になる。

＜表＞
燃料消費 vs. 廃棄物





石炭プラント

核融合プラント

ワシントン州に必要な電力を

石炭 90,000 トン

水 10 ポンド
1 時間供給するために




リチウム 30 ポンド

必要な燃料





トリチウム 15 ポンド
廃棄物の量


CO 2 300,000 トン
ヘリウム 40 ポンド





二酸化硫黄 6,000 トン





亜酸化窒素 800 トン
